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──学生の援助観との関連から──

堀　　　由　里

Examination of Factors for Achieving Acceptance and Respect for Diversity

—Relation to Students’ View of Help-Seeking Preferences—

Yuri HORI

　近年、特別の支援を必要とする子どもたちが増えている背景から、保育や教育の現場におい
てインクルージョンが求められている。鬼頭（2017）はインクルージョンを、あらゆる人々を
対象とし、学習者の出席・参加・達成を保障することであり、この多様性に対応するために、
常に今ある教育を目の前にいる子どもたちのニーズに合わせて教育・保育を創りだしていくこ
と、としており、インクルージョン達成の前提として多様性を受け入れることや尊重すること
が求められているといえる。保育所保育指針 章 の「保育の実施に関して留意すべき事項」
にも「子どもの国籍や文化の違いを認め、互いに尊重する心を育てるようにすること」や「子
どもの性差や個人差にも留意しつつ、性別などによる固定的な意識を植え付けることがないよ
うにすること」が明記され（厚生労働省、2017）、保育者自身も子どもや家庭の多様性を十分
に認識し、互いに尊重し合える雰囲気を作り出すよう努めることが求められている。
　これまで多様性は、集団の創造性を高めるための必要条件であると考えられていた（Jackson 

& Whitney, 1995; Moreland, Levine, & Wingert, 1996）。しかしその一方で、コミュニケーション
による成員相互の共通理解が困難になったり（Newcomb, 1953）、話し合いのプロセスにおい
て強い対人的葛藤を感じたりするなど（山口、1998）、多様な人がいるからこその抵抗や葛藤
があることも示されている。したがって、多様性を受容し尊重することに際しては、現実的な
困難も伴いやすいと考えられる。しかしながら、多様性を受容することに関して、当事者や家
族以外の人間を対象とした研究は少ないのが現状である。
　そこで、保育者や教育者として対人援助職を目指す学生たちが、多様性社会を実現するため
にどのようなことが必要だと考えているのかを調査し、保育や教育の現場において多様性を受
け入れる土壌づくりの示唆を得ることを本研究の目的とする。その際、多様性の受容や尊重の
ために必要な視点は、その人が持つ援助観とどのように関連しているのかも併せて検討する。
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　保育者や教員を目指し勉強をしている大学 年生112名（全員女性、平均20歳）を対象に、
担当する授業内で webによるアンケートを2022年 月に実施した。尚、研究実施にあたり、
大学の研究倫理審査委員会において審査を受け、承認されている。倫理的配慮として、研究参
加者である学生には、授業の一環として調査を行うことを伝え、個人情報保護と研究内容の説
明および同意を口頭・調査画面上で行った。

　現代社会において「多様性の受容と尊重」が求められていますが、それを実行するためには、
どのようなことが必要だと思うか、自由記述で回答を求めた。

①　田村・石隈（2001）の被援助志向性尺度（11項目、 件法）を用いた。“困っていること
を解決するために、他者からの助言や援助がほしい” というような項目からなる「援助の欲求
と態度」、“自分は、人に相談したり援助を求めるとき、いつも心苦しさを感じる” というよう
な項目からなる「援助関係に対する抵抗感の低さ」という つの下位尺度から構成される。
②　佐々木・山崎（2002）のコーピング尺度の下位尺度である情緒的サポート希求（ 項目、
件法）を用いた。「嫌な出来事、困った出来事に直面した時、日常一般的にどのように行動

したり考えたりしているか」という教示のもと “身近な人に励ましてもらう” などの項目から、
「情緒的サポート希求」は構成される。

　まず、自由記述で回答された多様性の受容と尊重のために必要なことを心理学者 名で KJ

法により分類した（表 ）。尚、未回答や分類不能なものについては分析対象外とし、得られ
た100件の回答を分類した。
　違いを認めたり、受け止めたりするなど共感する心が必要であるとの回答が一番多くあがっ
た。一方で、固定概念を持たないことや自分の当たり前を当たり前と思わないなど、自身の認
知的枠組みを俯瞰的に捉えることや、知っていくことから必要だとするもの、様々な人と関わっ
ていくことなど行動面を挙げる回答もあった。
　これらの分類を更にまとめたところ、多様性の受容と尊重に必要なことは、他者を理解した
り受け止めたりする（共感）など他者に対する態度を変容しようとする意識（対他的視点に基
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づく意識）と、自身の認知を変容したり（認知的枠組み変容）、知識をつけたり（知識獲得）、
コミュニケーションの持ち方を変えようとしたりする（行動）など、自身の成長や態度の変容
を促す意識（対自的視点に基づく意識）に分類できることが示された。

表 　多様性の受容と尊重のために必要なこと要因（件数）

大カテゴリー 小カテゴリー

共感（54）
受け止める
違いを認める
相手の立場に立つ

認知的枠組み変容（23）
固定概念を持たない
自分の当たり前を当たり前と思わない
自分もいろんな人の一人

知識獲得（14）
知る
教育
環境を整える

行動（9）
人に関心を持つ
色んな人と関わる
話を最後まで聞く

　次に、多様性の受容と尊重への考えが対他的視点を挙げた参加者（N=54）と対自的視点を
挙げた参加者（N=46）に分類し、援助観として取り上げた被援助志向性や情緒的サポート希
求の心理尺度得点を比較した（ 検定）。
　分析の結果、被援助志向尺度の「援助関係に対する抵抗感の低さ」とコーピング尺度の「情
緒的サポート希求」において、対自的視点群よりも対他的視点群の得点が高い傾向にあった（そ
れぞれ、t(98)=1.84, p<.10；t(98)=1.74, p<.10、図1‒2）。被援助志向尺度の「援助の欲求と態度」に
関しては有意な差は得られなかった。
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図 　援助関係に対する抵抗感の低さ得点
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図 情緒的サポート希求得点
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　本研究は、保育者や教育者として対人援助職を目指す学生たちを対象に、多様性社会を実現
するためにどのようなことが必要だと考えているのかを調査することを目的とした。また、多
様性の受容や尊重のために必要な視点は、その人が持つ援助観とどのように関連しているのか
も併せて検討した。
　まず、多様性の受容や尊重のために必要とされる意識には、他者に対する態度を変容しよう
とする意識（対他的視点に基づく意識）と自身の成長や態度の変容を促す意識（対自的視点に
基づく意識）の 種類があることが示された。このことは、多様性の受容や尊重を考える際に、
まず相手に焦点を当てて理解していこうとする考え方と、自身の受容できる幅を広げようとす
る考え方の つの方向性があることを示唆するものである。
　次に、他者に対する態度を変容しようとする意識（対他的視点に基づく意識）を持つ人は、
自身の成長や態度の変容を促す意識（対自的視点に基づく意識）を持つ人よりも、援助される
ことに対する抵抗感が低く、他者に情緒的サポートを求めやすい傾向にあることが示された。
対他的視点に基づく意識を持つ人は、他者に近づいていくことに躊躇いが少ないため、他人か
ら援助されることや他者にサポートを求めることに抵抗が低いと考えられる。それゆえ、援助
においても、相互的・互恵的に捉えている可能性が高く、援助者―被援助者という固定的な関
係性にはとどまりにくいと推察される。
　一方で、援助されることやサポートを求めることに抵抗感を示すことは、自分一人で問題を
解決しやすい傾向にあると考えられる。すなわち、対自的視点を持ちやすい人は、一人で課題
解決に向かいやすく、援助や支援において一方向でのインクルーシブ観を持ちやすいと予想さ
れる。堀（2022）でも示している通り、インクルーシブ教育は一方向的な立場の上下があるよ
うな関係性ではなく、お互いに配慮し、配慮される、という互恵的な関係として捉えていく必
要がある。対自的視点を持ちやすい人は、そのような感覚を持てるように、対他的な視点に基
づく意識も高めていく必要があると考えられる。具体的には、人と助け合う経験を積んでいく
ことを教育の中で取り入れていくことが求められるのではないだろうか。
　最後に本研究の課題を示す。まず、多様性の受容や尊重に必要なことについて自由記述で回
答を求めたが、「わからない」や未回答、「インクルーシブ」など連想するキーワードのみを書
いた参加者も一定数いた。教示が曖昧で適切な回答ができなかった可能性もあるため、教示に
ついて再考する必要がある。また、本研究で得られた自由記述はほぼ つの回答のみが記載さ
れていたため、調査協力者は対他的視点に基づく意識を持つ群と対自的視点に基づく意識を持
つ群のいずれかに分類されたが、多様性の受容や尊重のためには両方の視点に基づく意識を形
成することが重要であると考えられる。本来、対他的視点と対自的視点は両極的なものではな
く、それぞれ独立した視点であると考えられる。したがって、今後は、それぞれの程度に基づ
いて、対象者を分類し、心理的要因との関連について検討していく必要があるだろう。
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